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中
川
友
長
著

『

経
済
統
計
の
方
法』

.

計
量
経
済
学
あ
る
い
.は
経
済
統
計
の
書
物
も
か
，な 

り
出
版
さ
れ
て
お
り
、
計
量
経
済
学
で
は
！©
近
ジ
ョ 

ン
ス
ト
ン
の
翻
訳
、

ゴ
ー
ル
ド
パ
.

i
ガ
ー
等
が
■
あ 

る
。
本
書
は
で
き
る
だ
け
広
：い
範
囲
：に
わ
た
っ
て
経 

済
統
計
の
方
法
を
示
そ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
目 

次
を
み
れ
ば
、
経
済
方
程
式
と
識
別
の
方
法
，
偶
然 

変
動
の
分
布
、
最
大
尤
度
法
、
最
適
値
.の
導
出
、
_無 

差
別
曲
線
と
定
量
効
用
金
高
指
数
、：

線
型
計
画
、
ゲ

■
 

丨
ム
の
理
論
、
待
ち
合
せ
の
理
論
、
若
干
の
経
済
函 

数
及
び
経
済
統
計
値
、
補
説
と
し
て
主
要
統
計
値
に 

つ
い
て
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
慶
応
大
学
の
講
座 

で
い
え
ば
、
数
学
I

、
n

、
経
済
数
学
、
計
量
経
済 

学
、
経
済
統
計
、
統
計
学
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い 

.る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
統
計
関
係
で
現
在 

問
題
に
な
つ
て
V
る
こ
と
ガ
な
ん
で
あ
る
か
を
知
る

に
は
非
常
に
便
利
な
本
で
あ
る
と
い
っ
ズ
よ
い
で
あ

ろ
う
。
.し
か
し
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け

.

.

.

:

'

各
々
の
'問
題
に
対
し
て
は
説
明
は
簡
単
に
な
ら
ざ
る 

を
え
な
い
。

そ
し
て
は
し
が
き
に
、

「

本
書
に
お
い 

て
は
、
方
法
の
初
歩
基
礎
的
な
展
開
を
示
す
に
止
め 

た
も
の
が
多
い
。」

と
述
べ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
初 

歩
的
と
は
思
わ
れ
な
い
。
著
者
が
数
学
に
す
ぐ
れ
て 

い
る
た
め
数
学
的
展
開
が
多
く
初
^

\的
な
説
明
を
望
，
 

む
も
の
.に
と
つ
て
は
難
解
の
感
钇
あ
た
え
る
の
で
は 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
例
解
も
-か
.な
り
あ
る 

の
で
、
初
め
て
こ
の
よ
う
な
問
題
に
接
す
る
読
^
!
は 

最
初
に
例
解
.を
よ
ん
で
、
そ
れ
か
ら
理
論
的
説
明
を 

I

孤
ま
れ
た
方
が
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思 

わ
れ
る
。
な
お
本
文
を
よ
む
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
統 

計
的
知
識
を
必
要
と
す
る
の
で
、
巻
末
に
補
説
と
し 

て
主
要
統
計
値
.の
解
説
が
の
っ
て
い
る
が
、.

こ
れ
だ 

け
で
は
や
や
難
解
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
読
者
は
あ
ら 

か
じ

め

通
常
の
統
計
学
の
書
物
を
読
ん
.で
そ
の
内
容 

を
一
.：応
理
■解
し
て
か
ら
本
文
を
読
ま
れ
た
方
が
：效
率 

が
高
い
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
.
.現

在

の

制

度

.で
は 

大
学
よ
り
も
大
学
院
む
き

の
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
と
い 

っ-
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
多
方
面
に
わ
た
る
た
め
、
特

一
三
〇

(

三
五
〇)

に
計
量
経
済
学
を
勉
強
し
ょ
ぅ
と
い
ぅ
人
で
、
現
在 

用
い
ら
れ
て
い
る
、
ニ
段
階
、
あ
る
い
は
三
段
階
の 

最
小
自
乗
法
、
分
散
の
均
一
性
の
除
去
、
分
双
㈤

め 

相
関
等
に
興
味
の
あ
る
方
は
他
の
書
物
を
参
照
し
な 

く
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な 

.
意
味
で
も
座
右
に
お
.
い
.
て

お

い

て

ょ

い

書

物

と

考

え 

ら

れ

る

。

'

ニ

学

文

社V
A

5
 

•ニ

三

八

頁

'
一

 

〇

〇

〇

円

)

丨

佐
藤

保

丨

経

済

学

会

報

告

(

昭
和
四
十
年
度

}

昭
和
四
十
年

六 五 五九 九

月六
日

 

月

ニ

十

日 

月三日

世
界
の
生
活
と
貧
困

ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
の
諸
問
題

日
本
の
産
業
構
造
と
産
業
連
関——

重 

化
学
工
業
化
の
評
価
を
め
ぐ
っ
.
.て
-—

中

鉢

正

美
 

中

.村

勝

己

(

一
ッ
撟
大
学
教
授)

宮

沢

健

'一
 

氏

〔

ソ
連
経
済
学
者
に
よ
る
ソ
連

.

N
 

•フH

デ
レ
ン
3

氏 

経
済
計
画
に
関
す
る
懇
談
会〕

Y
.ォ
レ
S
X ニトクル

.%

賊

六

月

十

七

日

集

団

的

厚

生

.の
極
大
化
概
念
の
一
形
成 

過
程

七

月

日

月

十

六

日 

月

三

十

日

低
開
発
国
問
題
に
関
す
る
最
近
の
展
開 

に
つ
い
て——

国
連
質
易
開
発
会
議
を 

め
く
る
論
議
を
中
心
と
し
て
一
—

.

.

.

ア
メ
リ
カ
の
貧
困
問
題

中 深  松

鉢 海  泸

正 博

美 明  保

低
開
発
国
に
於
け
る
経
済
発
展
と
貿
へ
^
じ
は
ル
ム)

V

大

学

準

教

授

/.
 

易
の
諸
方
策
に
つ
い
て
ン 

？

B
•リ
ン
.ダ
ー
氏

十

月

七

日

.
新
一
般
自
由
人
説
に
つ
い
て 

十
月
十
四
日
産
業
に
於
け
る
技
術
と
独
占 

十

月

二

十

八

日

：
経

済

発

展

と

保

護

貿

易
.

宇
尾
野 

植

草
 

矢
内
原

十

一

月

四

日

〔

宇
尾
野
久
、
黒
川
俊
雄
教
授
就
任
記
念
講
演
会

〕

■

経
済
史
学
の
現
代
的
意
味 

.

宇
尾
野 

:

一
労
働
力
流
動
ル

』

政
策
の
特
徴
と
性
格
黒
川
俊

.十

一

月

十

一

日

最

適

成

長

理

論

に

つ

い

て
 

川

又

邦

雄 雄 久  勝 益 久

十
一
月
.

1

一
十
五
日
■
企
業
者
活
動
の
国
際
比
較
史
研
究

英

•

米

•

日

三

国

の

馨

震

と

(

東
京
大
学
教
授)

の
関
連
に
お
け
る
一
試
論
-
-
中
川
敬
一
郎
氏

.十
二
月
九
日
わ
が
国
近
世

(

経
済)

思
想
の
研
究
史

回
顧 

..島崎
隆
夫

昭
和
四
十一

年
、

一
.：
月

十

三

日

都

市

分

布

の

法

則

性

高

橋

潤

ニ

郎

月

二

十

八

日
.相
対
所
得
仮
説
•
絶
対
所
得
仮
説
及
び

:

習
慣
仮
説
の
有
効
性
に
つ
い
て 

小

尾

恵

一

郎

一
三一

(

三
五
一)

S


